














補綴の状況

補綴が必要な者の状況

歯周炎有病者率

(9) 歯周病の状況
○過去調査（平成 17 年度、平成 22 年度）との比較
　歯周炎有病者率は年代を追う毎に増加して60歳代以降では50%以上が歯周病に罹患している。過去調査と
比較して50歳代を除くすべての年代で増加傾向にあり80歳以上での増加が顕著である。

(8) 補綴の状況
　○前回調査（平成 22 年度）との比較
　　補綴を必要とする者が全体の50.6%で前回調査に比べてわずかに減少しているが、補綴完了者は全体の
　 23.7%で前回調査に比べて10%減少している。

補綴完了者 一部完了者 未完了者

鳥取（H22）
鳥取（H28）

33.1 
23 .7 

9 .1 
11 .8 

9 .3 
15 .1 

対象歯なし

48.5 
49 .4 

（単位：％）

補綴完了者＋一部完了者＋未完了者＋対象歯なしを 100 として算出

補綴の状況

補綴完了者 一部完了者 未完了者
鳥取（H17）
鳥取（H22）
鳥取（H28）

58.3 
64 .3 
46 .9 

18 .7 
17 .7 
23 .4 

23 .0 
18 .0 
29 .7 

（単位：％）

補綴完了者＋一部完了者＋未完了者を100として算出

補綴の必要な者の状況

20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳以上

鳥取（H17）

鳥取（H22）

鳥取（H28）

全国（H23）

14.1 

12 .6 

15 .5 

13 .7 

14 .8 

14 .1 

19 .0 

22 .0 

22 .4 

26 .9 

31 .1 

27 .9 

35 .4 

40 .0 

37 .3 

40 .9 

43 .7 

45 .2 

50 .3 

48 .9 

41 .5 

47 .9 

52 .5 

45 .3 

30 .5 

33 .3 

48 .1 

40 .5 

（単位：％）

注）歯周炎有病者率とは、4mm以上の歯周ポケットを有する者の割合

　○補綴が必要な者の状況（平成 17 年度・平成 22 年度との比較）
　　過去調査では、増加傾向にあった補綴完了者が、今回調査で17.4％減少に転じた。
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